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日本医師会感染症危機管理対策室 



危機管理の観点から、各種の感染症に対して迅速かつ適切な対策を
講ずることができる体制を整備するため、Ｏ１５７事件をきっかけ
に、平成９年に感染症危機管理対策室を設置 
 

・都道府県医師会、郡市区医師会、会員に対する情報提供 

・ポスター、冊子等啓発資料の作成 

・子ども予防接種週間の実施 

・感染症・食中毒情報の配信 

・予防接種・感染症危機管理対策委員会 

国の審議会の検討事項や新興・再興感染症の問題など、その時々に応

じた課題に対する検討 

 

感染症危機管理対策室 
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・エボラ出血熱・MERS 
ホームページ、FAX等による迅速かつ正確な情報提供、資料提供 
国内発生に備えた医療体制等に関して国と協議  

日本医師会の感染症危機管理対策 
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国際的に脅威となる感染症 
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最近話題となった主な感染症 
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1981 AIDS（米国初確認） 

1996 狂牛病BSE（英国） 

1999 ウエストナイル熱（米国） 

2002 SARS 

2005 高病原性鳥インフルエンザ
H5N1 

2015 MERS（韓国） 

2014 エボラ出血熱
（西アフリカ） 

2009 インフルエンザH1N1 

1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 

1985 AIDS（日本初確認） 

2007 麻しん（高校・大学生） 

2000 口蹄疫（宮崎県） 

2001 狂牛病BSE（千葉県） 

1996 O１５７ 

2013 重症熱性血小板減少症候群
SFTS 

2014 デング熱 

世界 

国内 

2016 ジカ熱 



One Healthを考える 
～日本医師会の活動・日本獣医師会との連携～ 



日本医師会 日本獣医師会 
学術協力の推進に関する協定を締結 

平成25年11月20日 
国民の間では高病原性鳥インフルエンザをはじめとする多くの人と動物

の共通感染症の流行制御への関心や食品の安全性確保に関する意識が高
まっており、医師と獣医師が緊密に連携し、安全で安心な社会を構築する
ことが求められている。 
今回の協定は、2012年に世界医師会と世界獣医師会が動物由来感染症

対策、食の安全の向上等に向けた協力関係を構築する覚書を締結するなど、
昨今の社会状況に鑑み、両者が連携並びに協力関係を強化することを目的
に締結したもので、 
協定書の基本事項には、 
１．医療及び獣医療の発展に関する学術情報を共有し、連携・協働する 
２．両者が必要とする学術情報を可能な限り相互に提供する 
３．両者による課題別及び体系的活動の推進を図る 
４．全国レベル並びに地域レベルにおける医師及び獣医師の交流を促進

する 
が掲げられている。 
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日本医師会、日本獣医師会 
連携シンポジウム 

第1回「人と動物の共通感染症を考える ～狂犬病の現状と対策」 
（平成26年10月28日 日比谷公会堂） 

 
第2回「人と動物の共通感染症を考える（Ⅱ） 

～ダニが媒介する感染症の人への健康危害」 
（平成27年2月15日 日本獣医師会獣医学術学会年次大会(岡山)） 

 
 
第3回「越境性感染症の現状と課題」 

（平成27年11月6日 日本医師会館） 
 
 
第4回「One Healthを考える」 

（平成28年2月27日 日本獣医師会獣医学術学会年次大会(秋田) ） 

 
 

9 



10 



One Health 

2015年5月には、世界獣医師会・世界医師会共催「One Healthに関す
る国際会議」がスペインのマドリードにおいて開催された。その場にお
いて、医師と獣医師の協力の取り組みとして、日本医師会と日本獣医師
会との間で学術協力の推進のための協定書を締結したこと等を紹介する
とともに、今後ますます医師と獣医師とが“One Health”の理念を共有し、
連携を強固なものにしていかなければならないと表明している。 

 
WHO（世界保健機関）が世界行動計画（Global action plan）を

2015年5月に採択し、「ワンヘルス」の理念に基づき、他の国際機関と
連携して薬剤耐性菌対策を進めるとしているが、これらの動きに連動し
た取り組みを両者が協力して推進していくことも必要と思われる。 
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第１回世界獣医師会・世界医師会 
"One Health"に関する国際会議 

WVA-WMA Global Conference on One Health
（GCOH） 

 2015年5月21・22日 スペインマドリード 
 
「“One Health”に向けての牽引者たち─医師と獣医師間の協力の強化
─」をテーマに、医師、獣医師、学生、公衆衛生担当官、 NGOそして世
界各地域からの参加者が“One Health”の概念の重要な側面を学び，議論
することを目的として開催 
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2016年11月10 ・ 11日 福岡県北九州市小倉 
 

WVA-WMAは、第1回GCOHの成功を受け、“One Health”の理念の持
続的な普及推進を図るため、医師会・獣医師会の連携成功のモデルであ
る日本医師会・日本獣医師会に対し、第2回GCOHの日本での開催を要請 

 
日本医師会・日本獣医師会は、WVA-WMAの要請を受けて協議の上、

「人と動物の健康と環境の保全を推進するため、それぞれに関係する医
師、獣医師等の専門家が緊密な協力関係を構築し、一体で取り組む必要
性があるとする 
“One Health”の理念を国際的に普及・推進すること」を目的として、 

第2回GCOHを開催することを決定 

 
 
 

第２回世界獣医師会・世界医師会 
"One Health"に関する国際会議 

WVA-WMA Global Conference on One Health
（GCOH） 
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One World One Health 



ご清聴ありがとうございました 

動物と人の健康は一つ  
そしてそれは地球の願い 


